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１．平成24年10月期の業績（平成23年11月１日～平成24年10月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期 3,573 9.5 164 △12.5 177 △11.6 92 △23.8
23年10月期 3,263 9.4 188 7.1 200 11.1 121 46.8

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

24年10月期 74.31 ― 12.3 8.0 4.6
23年10月期 123.76 ― 22.1 9.8 5.8

(参考) 持分法投資損益 24年10月期 ―百万円 23年10月期 ―百万円
(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年10月期 2,405 898 37.4 707.85
23年10月期 1,995 609 30.6 621.72

(参考) 自己資本 24年10月期 898百万円 23年10月期 609百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

24年10月期 141 △474 312 167
23年10月期 72 △43 △125 187

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額 
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

23年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
24年10月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 6 6.9 0.7

25年10月期(予想) ― 0.00 ― 7.00 7.00 7.4

３．平成25年10月期の業績予想（平成24年11月１日～平成25年10月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,785 5.9 186 12.9 200 12.9 120 29.7 94.50



  

   

 

   

     

 

 
  

 

 
  

※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年10月期 1,269,900 株 23年10月期 980,800 株

② 期末自己株式数 24年10月期 ― 株 23年10月期 ― 株

③ 期中平均株式数 24年10月期 1,245,475 株 23年10月期 980,800 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示
 この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きが実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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① 当期の経営成績 

当事業年度におけるわが国経済は、東日本大震災からの回復傾向が見られたものの、長引く円高や

欧州諸国の財政危機を背景とした世界経済の減速懸念等により、景気の先行きは依然として不透明な

状況で推移いたしました。 

国内農業の状況は、農家の高齢化及び後継者不足などに加え、ＴＰＰ参加問題や人口減少に伴う国

内市場の縮小など、依然として厳しい状況が続いております。 

このような状況のもと、当社は、野菜苗生産販売事業において、茨城農場の新設や委託農場の拡大

等により生産能力の拡大を図るとともに、新たな販売チャネルの開拓やオリジナル商品の拡充に努め

ました。また、流通事業では、オリジナル培養土などの農業資材の販売、農産物の取扱商品拡大等に

注力いたしました。 

この結果、当事業年度の売上高は、3,573,012千円と前事業年度と比べ309,351千円(9.5％)の増収

となりました。利益面につきましては、原価率の上昇及び人件費や配送費などの販売費が増加したこ

とに加え、貸倒引当金繰入額の増加及び投資有価証券評価損等の特別損失が発生した結果、営業利益

は164,819千円と前事業年度と比べ23,515千円(12.5％)の減益、経常利益は177,073千円と前事業年度

と比べ23,329千円(11.6％)の減益、当期純利益は92,549千円と前事業年度と比べ28,835千円(23.8％)

の減益となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

（野菜苗生産販売事業） 

当事業部門におきましては、委託生産の拡大に加え、茨城県に４ヶ所目の自社農場となる「茨城

農場」を新設し生産能力の拡大を図りました。販売面では、ホームセンターとの取引拡大に加え、

トマトブーム等の影響を受け、熊本県などの主力産地向けのトマト苗販売が増加いたしました。 

この結果、当事業年度の売上高は3,248,537千円と前事業年度と比べ229,782千円(7.6％)の増収

となりました。利益面につきましては、燃料費等の製造コストや配送費等の販売費が増加したもの

の、増収効果により、セグメント利益(営業利益)は475,138千円と前事業年度と比べ6,299千円

(1.3％)の増益となりました。 

  

品目分類別の売上高は次のとおりであります。 
 

(注)  ピーマン類として、ピーマン・パプリカ・シシトウ・トウガラシをまとめて表示しています。 

  

１．経営成績

（１）経営成績に関する分析

品目分類 売上高（千円）  前期比（％）

トマト 1,363,254 109.5

キュウリ 1,059,237 104.6

ナス 354,509 101.2

スイカ 162,444 119.9

メロン 101,554 112.5

ピーマン類(注) 90,073 104.0

その他 117,463 118.7

合計 3,248,537 107.6
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規格分類別の売上高は次のとおりであります。 

 

(注)  ポット苗は、ポリエチレンのポット(ポリ鉢)で育苗した一般的な苗であり、ポットのサイズが大きくな

ると苗のサイズも大きくなります。セル苗は、小さな穴が連結した容器(セルトレー)で育苗した苗であ

り、穴数が増えると苗のサイズが小さくなります。 

  

納品地域分類別の売上高は次のとおりであります。 
 

  

  

（流通事業） 

当事業部門におきましては、オリジナル培養土「藤田先生の野菜畑」等の新商品開発及び販売に

加え、農産物部門の営業体制強化により取扱い商品及び販売先の拡大に注力いたしました。 

この結果、当事業年度の売上高は324,474千円と前事業年度と比べ79,568千円(32.5％)の増収と

なりました。利益面につきましては、原価率の上昇や物流コストの増加に加え、貸倒引当金繰入額

が増加した結果、セグメント損失(営業損失)は58,773千円(前事業年度は45,721千円のセグメント

損失)となりました。 
  

規格分類 売上高（千円）  前期比（％）

ポット苗(7.5㎝～15㎝) 1,705,921 110.5

当社オリジナル(アースストレート苗、ヌードメイク
苗、ｅ苗シリーズ等)

973,539 105.6

セル苗(288穴～72穴) 558,736 102.7

その他 10,340 113.8

合計 3,248,537 107.6

納品地域分類 売上高（千円）  前期比（％）

北海道・東北 356,555 108.0

関東 1,114,707 104.3

中部・甲信越・北陸 557,454 104.9

近畿・中国・山陰 482,334 110.9

四国 364,226 100.9

九州・沖縄 373,259 127.4

合計 3,248,537 107.6
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② 次期の見通し 

今後のわが国経済の見通しにつきましては、長引く円高や欧州諸国の財政危機の他、新興国の景気

減速等により、依然として厳しい状況が続くものと予想されます。また、国内農業につきましても、

農家人口の減少や高齢化が進んでいることに加え、環太平洋経済連携協定(ＴＰＰ)参加への議論が続

く等、先行きは不透明であります。 

このような状況のもと、当社は、引き続き市場規模が安定している家庭園芸市場への営業強化並び

に新たな製品群の開発等に注力し、ホームセンターとの取引拡大を見込んでおります。営利農家向け

市場におきましては、長野農場及び茨城農場を中心に、最大の需要地である関東エリアでの営業活動

を強化し、継続的な売上増加を見込んでおります。 

生産面では、平成24年３月に新設した「茨城農場」のフル稼働に加え、愛媛県松山市に５拠点目と

なる農場を新設し、西日本エリアでの供給能力を高めてまいります。また、委託生産につきまして

も、家庭園芸シーズンを中心に委託先の拡大を適宜進めており、併せて野菜苗の供給力を高めてまい

ります。 

次期(平成25年10月期)の業績見通しにつきましては、売上高3,785百万円(前期比5.9％増)、営業利

益186百万円(前期比12.9％増)、経常利益200百万円(前期比12.9％増)、当期純利益120百万円(前期比

29.7％増)を見込んでおります。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

流動資産は、前事業年度末と比べ53,756千円(5.2％)増加の1,096,746千円となりました。これは、

現金及び預金が20,106千円減少した一方で、受取手形が17,478千円、売掛金が25,970千円、たな卸資

産が34,558千円増加したこと等によるものであります。 

固定資産は、前事業年度末と比べ355,733千円(37.3％)増加の1,309,588千円となりました。これ

は、茨城農場の新設等により、有形固定資産が338,433千円増加したこと等によるものであります。 

この結果、総資産は、前事業年度末と比べ409,490千円(20.5％)増加の2,405,335千円となりまし

た。 

(負債) 

流動負債は、前事業年度末と比べ37,791千円(4.1％)増加の963,898千円となりました。これは、買

掛金が10,733千円、１年内返済予定の長期借入金が14,592千円、未払法人税等が18,362千円、未払消

費税等が15,346千円減少した一方で、支払手形が40,074千円、短期借入金が50,000千円増加したこと

等によるものであります。 

固定負債は、前事業年度末と比べ82,581千円(18.0％)増加の542,537千円となりました。これは、

長期借入金が82,480千円増加したこと等によるものであります。 

この結果、負債合計は、前事業年度末と比べ120,372千円(8.7％)増加の1,506,436千円となりまし

た。 

(純資産) 

純資産は、前事業年度末と比べ289,118千円(47.4％)増加の898,898千円となりました。これは、当

期純利益の計上により利益剰余金が92,549千円、株式上場に伴い資本金が98,294千円、資本準備金が

98,294千円増加したこと等によるものであります。 

  

（２）財政状態に関する分析
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② キャッシュ・フローの状況 

当事業年度における現金及び現金同等物の期末残高は167,045千円と前年同期と比べ20,106千円

(10.7％)の減少となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益が171,402千円と前事業年度と比べ

27,514千円(13.8％)の減益となったものの、仕入債務の増加額29,341千円(前事業年度は仕入債務の

減少額87,074千円)等により、141,714千円と前年同期と比べ収入が68,820千円(94.4％)の増加となり

ました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、茨城農場の新設等により有形固定資産の取得による支出が

前年同期と比べて増加したこと等により、△474,024千円と前年同期と比べ支出が430,840千円の増加

となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出が182,112千円あったもの

の、長期借入金の新規借入250,000千円、短期借入金の純増加額50,000千円の他、株式の発行による

収入194,696千円等により、312,202千円と前年同期と比べ収入が437,481千円(前年同期は125,278千

円の支出)の増加となりました。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 
 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インスタレスト・ガバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注）１ 平成23年10月期までは非上場であったため、時価ベースの自己資本比率は記載しておりません。 

２ キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

３ 利払いはキャッシュ・フロー計算書の「利息の支払額」使用しております。 

４ 平成20年10月期はキャッシュ・フロー計算書を作成していないため、キャッシュ・フロー対有利

子負債比率及びインタレスト・ガバレッジ・レシオは記載しておりません。 

  

利益配分につきましては、長期的な事業拡大に必要な内部留保の充実を念頭に、業績と市場の状況に

応じた利益還元を行うことを基本方針としております。 

これまで当社は、経営基盤の強化及び事業拡大に必要な内部留保の充実を優先し、株主への配当を実

施しておりませんでしたが、当期につきましては、平成23年11月29日に大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市

場に上場したことに鑑み、上記の基本方針のもと、業績や財政状態並びに株主の皆様への利益還元等を

総合的に勘案いたしまして、１株当たり５円の期末配当を実施することを予定しております。 

次期(平成25年10月期)の配当につきましては、業績予想並びに今後の事業展開等を総合的に勘案いた

しまして、１株当たり７円の期末配当を予定しております。 

  

平成20年10月期 平成21年10月期 平成22年10月期 平成23年10月期 平成24年10月期

自己資本比率 19.1％ 20.2％ 23.4％ 30.6％ 37.4％

時価ベースの自己資本比
率

― ― ― ― 55.1％

キャッシュ・フロー対有
利子負債比率

― 3.6倍 5.5倍 11.1倍 6.5倍

インタレスト・カバレッ
ジ・レシオ

― 21.8倍 14.2倍 7.5倍 20.8倍

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事

項には、以下のようなものがあります。 

なお文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。 

  

① 委託生産について 

当社は、接ぎ木工程までの一次育苗を主に本社農場といわて花巻農場で集約生産し、接ぎ木後の二

次育苗を長野農場、いわて花巻農場及び茨城農場の自社農場の他、全国各地の委託農場で生産する方

式を採用しております。これは、設備投資の軽減、製品輸送コストの削減、天候変動のリスク分散等

を目的としたものであり、委託比率は本数ベースで52.1％、金額ベースで58.5％となっております。

委託生産につきましては、当社の栽培技術指導者が徹底した指導や定期的な訪問調査を行い、自社

農場と同品質の野菜苗を生産できる体制を構築しておりますが、何らかの事情により委託農場の品質

低下や生産不能といった事態が生じた場合には、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

② 株式会社山口園芸との取引について 

当社が販売する野菜苗のうち、株式会社山口園芸が生産する割合は次のとおりであります。 
 

(注)  株式会社山口園芸 

・所在地  ：愛媛県宇和島市津島町山財4925番地 

・代表者  ：栗本 浩 

・事業内容：野菜苗・花苗の生産、農産物の生産、園芸用土の生産 

・従業員数：86名(平成24年10月31日現在、当社への出向者１名含む) 

  

同社は、他の委託先に比べて育苗技術が進んでいることに加え、通年生産が可能な大規模農場を保

有している育苗会社であります。また、同社との取引は、他の委託先と同様のプロセスを経て決定さ

れる取引条件で取引契約を締結しており、今後も継続する方針であります。 

今後、当社の売上増加に伴い、自社生産及び他の委託先での生産が増加することにより、同社の生

産割合は徐々に低下していく見込みですが、現状においては同社に対する委託割合が高いことには変

わりなく、同社への高い依存度が解消しない段階において、将来的に同社の方針変更などの理由によ

り当社との取引が不能となった場合、あるいは同社が何らかの理由により生産が不能となった場合に

は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

③ 天候不順、異常気象について 

当社の主たる事業は、野菜苗の受注生産であります。生産の大部分はビニールハウス内で栽培して

おりますので、気温及び日照等、天候の影響を受けることになります。また、天候不順が続くと苗の

品質に影響し、製品価値の低下に繋がります。そのため、当社では、品質の安定化を目指し、天候に

合わせた栽培方法・技術・ノウハウの蓄積、研究開発及び委託展開による生産地の分散等の施策を行

ってまいりました。しかしながら、天候不順の影響は完全に回避できるものではなく、猛暑、日照不

足、台風といった天候不順及び異常気象の発生により、十分な品質や生産量が確保されない場合、当

社の業績に影響を与える可能性があります。 

また、上述の通り生産地の分散を進めておりますが、一次育苗については現時点において、その大

（４）事業等のリスク

本数(千本)
(構成比)

金額(千円) 
(構成比)

平成22年 
10月期

平成23年
10月期

平成24年
10月期

平成22年
10月期

平成23年 
10月期

平成24年
10月期

自社農場
11,153
(44.7％)

13,119
(46.9％)

14,553
(47.9％)

975,239
(34.8％)

1,143,914
(37.9％)

1,348,901
(41.5％)

㈱山口園芸
11,241
(45.1％)

11,098
(39.6％)

10,958
(36.1％)

1,480,186
(52.7％)

1,476,412
(48.9％)

1,466,711
(45.2％)

その他
2,543

(10.2％)
3,774

(13.5％)
4,847

(16.0％)
351,892
(12.5％)

398,427
(13.2％)

432,925
(13.3％)

合  計
24,938

(100.0％)
27,992

(100.0％)
30,360

(100.0％)
2,807,318
(100.0％)

3,018,755
(100.0％)

3,248,537
(100.0％)
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部分を本社農場で行っております。その結果、上述の天候不順及び異常気象の影響を受ける場合に

は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

④ 自然災害による影響について 

平成23年３月11日に発生しました東日本大震災に伴い、当社のいわて花巻農場において停電、燃料

不足、物流機能の停滞等が発生しましたが重要な被害はありませんでした。また、一部の委託先にお

いては福島の原子力発電所における事故の影響を受け生産停止となりました。今回は、他の委託先や

自社農場の生産調整により大きな影響はありませんでしたが、今後、想定を上回る自然災害が発生し

た場合、本社機能の停止、生産農場の停止、受注の減少等により、当社の業績や財政状態に影響を与

える可能性があります。 

  

⑤ 種子、原油価格の変動について 

原材料である種子は、一般的に品種改良されるたびに新品種として発表され、基本的には付加価値

が高くなるにつれて仕入価格も上昇していきます。また、現在は海外での採種が主流であるため現地

の経済状況及び採種環境等の影響により突然値上がりする場合があります。また、原油価格の上昇は

重油・灯油の値上がりによる冬期の育苗コストの上昇に加え、あらゆる育苗資材の仕入価格上昇に繋

がることとなります。 

当社は、過去に発生したこのような原材料価格高騰時においては、仕入先の変更や製品販売価格の

調整を行ってまいりましたが、今後、消費者の低価格志向が進むことにより価格調整での対応ができ

ない場合は、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

⑥ 病害虫について 

当社は、一部、完全閉鎖型苗生産施設を利用しておりますが、大部分は屋外でのハウス栽培を行っ

ております。そのため、病気や害虫の発生を完全に防ぐことは極めて難しい状況にあります。当社で

は病害虫の発生を防ぐため、圃場内の清掃、予防農薬の散布、病害虫の早期発見に努めております

が、生産者に納品した後に病害虫が発生する可能性があります。この場合、発生時期と病害虫の種類

によっては当社の責任において生産者に対する何らかの補償を行う可能性や風評により受注が減少す

る可能性があり、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

⑦ 人材の育成について 

当社は、生産拠点を全国に委託展開しており、栽培技術指導者個々の技術・ノウハウを組織全体に

広げていく必要があり、そのため、少しでも多くの経験を積ませるために、入社後すぐに実践の場に

立たせ、いち早い技術・ノウハウの取得の機会を設けております。 

技術・ノウハウを習得した栽培技術指導者も育ち始めており、現在のところ不足はしておりません

が、今後生産拠点がさらに増加及び拡大されることによって、十分な栽培指導が行き渡らなくなる場

合や技術・ノウハウ向上のための費用が増加する場合、また、人材確保が困難な場合や人材確保のた

めの費用が増加する場合には、当社の業績に影響を与える可能性があります。 

  

⑧ 競合について 

当社は、接ぎ木苗の生産に特化しており、接ぎ木苗の利用者の獲得において先行しているものと認

識しております。しかし、今後、異業種からの参入及び競合他社の拡大が生じ、競争の激化による顧

客の流出やコストの増加等により、当社の業績に影響を与える可能性があります。また、当社が今後

においても優位性を保てるか否かについては不確実な面があることから、競合他社等の影響により当

社の競争優位性が低下した場合、当社の業績に影響を与える可能性があります。 
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⑨ 野菜苗生産販売事業への依存について 

当社は、野菜接ぎ木苗の生産販売に特化しております。そのため、今後の日本農業及び野菜類生産

の活性化が当社成長のための基本的な条件と考えております。接ぎ木苗の普及は引き続き進んでいる

ものの、今後、日本農業がどのように進展していくかについては不透明な部分もあり、国の政策方針

の転換、輸入野菜の増加、農家の高齢化及び後継者不足等により、今後の日本農業に大きな変化が生

じた場合、また、予期せぬ技術革新によって接ぎ木苗の需要が著しく減少した場合、当社の事業展開

や業績に影響を与える可能性があります。 

  

⑩ 業績の変動について 

当社の業績は、第１四半期において、他の四半期に比べ売上高が低下する傾向にあり、利益も売上

高の変動の影響を受けて低下する傾向になっております。これは、当社の主力製品である野菜苗の需

要が、当社の第１四半期にあたる11月～１月に全国的に減少するためであります。現在、閑散期に向

けた新製品の開発を急いでおりますが、当面は第１四半期の売上高が他の四半期に比べて低下するこ

とが予想されます。このため、第１四半期の業績が、年間の業績の傾向を示さない可能性がありま

す。 

なお、平成24年10月期における四半期毎の業績の概要は以下のとおりであります。 

(単位：千円) 
 

(注) 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

⑪ 特有の法的規制等について 

当社は、農地法で規定された農業生産法人ではないため、農地の取得が認められておりません。な

お、以前は農地保護を目的とした農地法の規定により、一般の事業会社は農地を借りることもできま

せんでしたが、現在は、規制緩和の流れを受けた過去数度の農地法及び関連法規の改正によって一般

事業会社が農地を借りることが可能になりました。現在、当社は本社農場で12,230㎡、長野農場で

20,111㎡の農地(合計32,341㎡、当社が利用している土地面積の33.8％)を賃借して野菜苗を生産して

おり、この流れは、当社にとって生産設備拡張の自由度が増し、規模拡大への追い風となっておりま

す。 

しかしながら、上述の通り、農地法及びその関連法規による規制は緩和の方向にあるものの、今後

の新たな農地法及び関連法規の改正の動向が当社の事業展開や業績に影響を与える可能性がありま

す。 

また、農地法及び関連法規以外に、農薬については農薬取締法、毒物及び劇物取扱法、育苗につい

ては種苗法の規制を受けており、それらの法規の改正等の動向によっては当社の業績に影響を与える

可能性があります。 

  

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 年度合計

売上高 
(構成比 ％)

389,830
(10.9)

1,181,233
(33.1)

833,777
(23.3)

1,168,169
(32.7)

3,573,012
(100.0)

売上総利益 
(構成比 ％)

15,880
(1.8)

329,389
(37.8)

225,886
(25.9)

301,246
(34.5)

872,402
(100.0)

営業利益又は営業損失(△) 
(構成比 ％)

△127,182
(△77.1)

132,554
(80.4)

35,309
(21.4)

124,138
(75.3)

164,819
(100.0)
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当社は、子会社及び関連会社がないため、記載すべき事項はありません。 

  

  

当社は、「日本農業に革命を、夢が語れる農業へ」を経営理念とし、企業的農業を実践し、魅力的な

アグリビジネスを実現することによって、若者に夢を与えられる元気な農業を展開したいと考えており

ます。そんな未来ある農業のために前進し、農業全体をリードする企業を目指します。 

  

当社は、売上高の継続的な増収と売上高営業利益率の向上を重要な経営指標としております。売上高

につきましては、対前期比で10％増収を継続的な目標としており、売上高営業利益率につきましては、

10％を目標としております。 

  

当社は、接ぎ木苗市場において生産量は業界首位であるものの、シェアは約10％と認識しておりま

す。当業界及び農業全体をリードする企業になるために、更なるシェアの拡大を目指してまいります。

将来的には25％のシェアを目標としており、今後も設備投資や委託展開を積極的に行い、事業規模の拡

大を図る方針であります。 

また、流通事業において野菜生産者の出口（青果物の販売）を支援することで、生産者の所得向上や

関係強化が進み、主力である野菜苗生産販売事業とのシナジー効果により、事業規模の拡大を図る方針

であります。 

  

２．企業集団の状況

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

（２）目標とする経営指標

（３）中長期的な会社の経営戦略
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わが国の農業は、依然として厳しい状況が続いております。農作物生産者の収入は減少傾向にあり、

原油価格の高騰は農業用資材コストに反映されることとなり、国内農業生産者の所得も減少しておりま

す。また後継者不足、高齢化が進み、農業生産者の減少といった現状に直面していると認識しておりま

す。 

当社の主力市場である野菜苗市場においては、現状では野菜苗の購入率上昇に加え、トマトの消費拡

大や家庭園芸ブームによる需要拡大もあって、市場規模は拡大しております。しかしながら、当社の属

する育苗業界においても、消費者の低価格志向が進み、販売価格の引き下げ圧力が強まってきておりま

す。 

このような状況の中、当社としましては、厳しい企業環境に対処するため、競争力の強化を中長期的

な重点課題として取り組んでおり、様々なコスト削減努力を推し進め、収益基盤の安定化を図ってまい

ります。また、景気悪化により低価格志向が広まる中、最大限のコストダウンを図りつつ、徹底した品

質管理により、安心・安全な製品を提供してまいります。 

  

当社は業界のプライスリーダーとして、燃料や原材料の価格上昇時において、コスト増加分を販売価

格で調整してまいりましたが、今後は多様化する消費者ニーズに対応できる企業を目指し、輸送コスト

の削減、二次育苗の内製化による生産性向上及び流通マージンの削減等を徹底して行い、コスト削減を

強化する方針であります。 

  

当社では、家庭園芸のピークにあたる３月～５月及び営利農家の植替え需要の集中する８月～10月に

売上が集中しており、売上の少ない閑散期には減価償却費や販売管理部門の人件費等が負担となり利益

率低下の要因となっております。現在、当社では、このような事態に対応するべく、閑散期の受注拡大

と生産性の向上によるコスト削減に努めておりますが、本件については、引き続き当社の経営上の重要

課題として取り組む必要があります。具体的な取り組みとしましては、一般消費者(家庭園芸)をターゲ

ットとした新商品の開発、生産部門においては、自社農場と委託生産の両立により操業度を平準化・安

定化させ、生産効率の向上に努めてまいります。 

  

接ぎ木苗の生産には、技術・ノウハウの習得に時間を要し、マニュアル化が難しいとされておりま

す。当社は、今後の規模拡大が品質低下の原因とならないよう、基本技術のマニュアル化とともに技

術・ノウハウの共有化を推し進め、優秀な人材の育成に努めてまいります。 

  

（４）会社の対処すべき課題

① コスト削減

② 閑散期対策

③ 人材の育成及び栽培技術の伝承
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４．財務諸表
（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度
(平成24年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 187,152 167,045

受取手形 325,556 343,035

売掛金 396,167 422,138

商品及び製品 5,790 6,128

仕掛品 37,864 45,448

原材料及び貯蔵品 45,009 71,645

前渡金 3,867 1,508

前払費用 7,050 8,047

繰延税金資産 21,214 21,966

その他 12,365 10,427

貸倒引当金 △49 △1,646

流動資産合計 1,041,989 1,095,746

固定資産

有形固定資産

建物 ※１ 472,249 ※１ 595,880

減価償却累計額 △177,361 △220,135

建物（純額） 294,888 375,745

構築物 ※１ 302,976 ※１ 428,053

減価償却累計額 △151,178 △187,555

構築物（純額） 151,797 240,497

機械及び装置 ※１ 279,102 ※１ 298,932

減価償却累計額 △158,965 △180,656

機械及び装置（純額） 120,136 118,276

車両運搬具 11,417 11,144

減価償却累計額 △10,646 △10,703

車両運搬具（純額） 770 440

工具、器具及び備品 53,126 56,900

減価償却累計額 △42,361 △47,490

工具、器具及び備品（純額） 10,765 9,409

土地 ※１ 228,236 ※１ 419,876

建設仮勘定 19,216 －

有形固定資産合計 825,811 1,164,245

無形固定資産

特許権 1,851 2,043

借地権 29,049 29,049

商標権 731 1,891

ソフトウエア 6,465 2,290

その他 862 625

無形固定資産合計 38,960 35,899
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度
(平成24年10月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 17,250 18,965

出資金 70 70

破産更生債権等 － 9,055

長期前払費用 6,284 4,682

繰延税金資産 11,133 10,416

保険積立金 43,320 47,003

その他 11,024 23,921

貸倒引当金 － △4,671

投資その他の資産合計 89,083 109,443

固定資産合計 953,854 1,309,588

資産合計 1,995,844 2,405,335

負債の部

流動負債

支払手形 189,673 229,747

買掛金 144,651 133,918

短期借入金 ※３ 200,000 ※３ 250,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 174,472 ※１ 159,880

未払金 82,126 88,727

未払費用 10,683 11,529

未払法人税等 54,140 35,777

未払消費税等 18,761 3,414

前受金 4,890 1,807

預り金 12,413 14,863

賞与引当金 32,000 33,500

その他 2,294 731

流動負債合計 926,107 963,898

固定負債

長期借入金 ※１ 432,656 ※１ 515,136

資産除去債務 24,867 25,351

その他 2,432 2,050

固定負債合計 459,956 542,537

負債合計 1,386,064 1,506,436
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(単位：千円)

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度
(平成24年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 233,200 331,494

資本剰余金

資本準備金 143,200 241,494

資本剰余金合計 143,200 241,494

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 233,380 325,929

利益剰余金合計 233,380 325,929

株主資本合計 609,780 898,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △19

評価・換算差額等合計 － △19

純資産合計 609,780 898,898

負債純資産合計 1,995,844 2,405,335
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（２）損益計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

売上高

製品売上高 3,018,755 3,248,537

商品売上高 244,905 324,474

売上高合計 3,263,661 3,573,012

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 5,812 5,790

当期製品製造原価 ※１ 2,234,988 ※１ 2,407,837

当期商品及び製品仕入高 215,147 293,251

合計 2,455,947 2,706,878

商品及び製品期末たな卸高 ※１ 5,790 ※１ 6,268

売上原価合計 2,450,157 2,700,610

売上総利益 813,503 872,402

販売費及び一般管理費 ※２, ※３ 625,168 ※２, ※３ 707,582

営業利益 188,334 164,819

営業外収益

受取利息 203 48

受取配当金 32 286

受取手数料 16,959 15,230

受取補償金 1,103 1,261

補助金収入 10,776 10,605

その他 3,075 3,859

営業外収益合計 32,151 31,292

営業外費用

支払利息 9,567 6,816

株式交付費 － 1,891

上場関連費用 10,327 9,614

その他 188 716

営業外費用合計 20,083 19,038

経常利益 200,402 177,073

特別利益

貸倒引当金戻入額 27 －

受取保険金 － 660

特別利益合計 27 660

特別損失

有形固定資産除却損 － ※４ 530

減損損失 ※５ 1,512 ※５ 517

投資有価証券評価損 － 4,455

リース解約損 － 827

特別損失合計 1,512 6,330

税引前当期純利益 198,917 171,402

法人税、住民税及び事業税 91,456 78,878

法人税等調整額 △13,924 △25

法人税等合計 77,532 78,853

当期純利益 121,384 92,549
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製造原価明細書

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

区分
注記 
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ  材料費 741,486 33.2 799,804 33.1

Ⅱ  労務費 531,580 23.8 590,776 24.5

Ⅲ  経費 ※２ 960,951 43.0 1,024,840 42.4

当期総製造費用 2,234,018 100.0 2,415,421 100.0

期首仕掛品たな卸高 38,834 37,864

合計 2,272,852 2,453,285

期末仕掛品たな卸高 37,864 45,448

当期製品製造原価 2,234,988 2,407,837

(脚注)

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

１．原価計算の方法

当社の原価計算は、総合原価計算による実際原価

計算を採用しております。

１．原価計算の方法

同左

※２．経費の主な内訳

育苗委託費 694,323千円

外注費 40,444千円

減価償却費 86,734千円

電力費 34,465千円

燃料費 41,716千円

※２．経費の主な内訳

育苗委託費 739,605千円

外注費 20,459千円

減価償却費 99,442千円

電力費 38,226千円

燃料費 50,442千円
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（３）株主資本等変動計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 233,200 233,200

当期変動額

新株の発行 － 98,294

当期変動額合計 － 98,294

当期末残高 233,200 331,494

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 143,200 143,200

当期変動額

新株の発行 － 98,294

当期変動額合計 － 98,294

当期末残高 143,200 241,494

資本剰余金合計

当期首残高 143,200 143,200

当期変動額

新株の発行 － 98,294

当期変動額合計 － 98,294

当期末残高 143,200 241,494

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高 111,995 233,380

当期変動額

当期純利益 121,384 92,549

当期変動額合計 121,384 92,549

当期末残高 233,380 325,929

利益剰余金合計

当期首残高 111,995 233,380

当期変動額

当期純利益 121,384 92,549

当期変動額合計 121,384 92,549

当期末残高 233,380 325,929

株主資本合計

当期首残高 488,395 609,780

当期変動額

新株の発行 － 196,588

当期純利益 121,384 92,549

当期変動額合計 121,384 289,137

当期末残高 609,780 898,917
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(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － △19

当期変動額合計 － △19

当期末残高 － △19

評価・換算差額等合計

当期首残高 － －

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － △19

当期変動額合計 － △19

当期末残高 － △19

純資産合計

当期首残高 488,395 609,780

当期変動額

新株の発行 － 196,588

当期純利益 121,384 92,549

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） － △19

当期変動額合計 121,384 289,118

当期末残高 609,780 898,898

ベルグアース㈱（1383）平成24年10月期決算短信（非連結）

17



（４）キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 198,917 171,402

減価償却費 101,296 113,316

有形固定資産除却損 － 530

減損損失 1,512 517

投資有価証券評価損益（△は益） － 4,455

貸倒引当金の増減額（△は減少） △27 6,267

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,000 1,500

受取利息及び受取配当金 △235 △335

支払利息 9,567 6,816

株式交付費 － 1,891

受取保険金 － △660

長期前払費用の増減額（△は増加） △5,323 1,602

売上債権の増減額（△は増加） △31,065 △52,504

未収入金の増減額（△は増加） △5,665 2,577

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,184 △34,558

前渡金の増減額（△は増加） △3,867 2,358

仕入債務の増減額（△は減少） △87,074 29,341

未払金の増減額（△は減少） △10,515 7,726

未払費用の増減額（△は減少） 2,352 900

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,854 △15,346

前受金の増減額（△は減少） 1,678 △3,083

預り金の増減額（△は減少） △3,716 2,449

その他 1,473 △2,486

小計 175,975 244,679

利息及び配当金の受取額 235 335

利息の支払額 △9,660 △6,419

保険金の受取額 － 660

法人税等の支払額 △93,657 △97,540

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,894 141,714

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △11,000 △12,700

定期預金の払戻による収入 25,200 －

有形固定資産の取得による支出 △47,026 △448,757

有形固定資産の除却による支出 － △530

無形固定資産の取得による支出 △1,250 △1,956

投資有価証券の取得による支出 △5,250 △6,199

保険積立金の積立による支出 △3,683 △3,683

その他 △172 △196

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,183 △474,024

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 350,000 650,000

短期借入金の返済による支出 △350,000 △600,000

長期借入れによる収入 70,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △194,896 △182,112

株式の発行による収入 － 194,696

その他 △381 △381

財務活動によるキャッシュ・フロー △125,278 312,202

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △95,567 △20,106

現金及び現金同等物の期首残高 282,720 187,152

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 187,152 ※ 167,045
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該当事項はありません。 

  

１．有価証券の評価基準及び評価方法 

その他有価証券 

時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価

は、移動平均法により算定) 

時価のないもの 

移動平均法による原価法 

  

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

(1) 商品 

主に売価還元法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法) 

  

(2) 製品・仕掛品・原材料・貯蔵品 

総平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法) 

  

３．固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産 

定率法によっております。ただし、平成10年４月以降に取得した建物（建物附属設備は除く）につ

いては、定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

 
  

(2) 無形固定資産 

定額法によっております。ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期

間(５年)に基づく定額法を採用しております。 

  

４．引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

  

(2) 賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき支給見込額を

計上しております。 

  

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）重要な会計方針

建物 10～38年

構築物 10～40年

機械及び装置 ７～17年
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５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許資金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可

能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資からなっております。

  

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用

しております。 

（７）会計方針の変更

（８）追加情報
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※１ 担保資産及び担保付債務 

(1) 担保に供している資産 

 
  

(2) 担保付債務 

 
  

２ 保証債務 

ファクタリングを利用する顧客のためのファクタリング会社に対する保証債務 

 
  

※３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。前

事業年度末及び当事業年度末における当座貸越契約に係る借入金の未実行残高は次のとおりでありま

す。 

 
  

（９）財務諸表に関する注記事項

(貸借対照表関係)

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度 
(平成24年10月31日)

建物 156,102千円 232,540千円

構築物 70,405千円 128,766千円

機械及び装置 19,307千円 16,083千円

土地 153,149千円 260,418千円

合計 398,965千円 637,808千円

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度 
(平成24年10月31日)

１年内返済予定の長期借入金 53,550千円 72,430千円

長期借入金 288,980千円 413,908千円

合計 342,530千円 486,338千円

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度 
(平成24年10月31日)

保証債務 429千円 ―千円

前事業年度
(平成23年10月31日)

当事業年度 
(平成24年10月31日)

当座貸越極度額の総額 350,000千円 500,000千円

借入実行額 200,000千円 250,000千円

差引額 150,000千円 250,000千円
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※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりであります。

 
  

※２ 販売費及び一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりであります。 

 
  

おおよその割合 

 
  

※３ 一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。 

 
  

※４ 有形固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

 
  

(損益計算書関係)

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

売上原価 2,915千円 4,559千円

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

役員報酬 69,900千円 74,700千円

給与手当 122,853千円 131,476千円

賞与引当金繰入額 8,091千円 7,869千円

旅費交通費 33,660千円 46,612千円

荷造運賃費 170,755千円 198,433千円

減価償却費 14,562千円 13,873千円

支払手数料 44,294千円 43,978千円

貸倒引当金繰入額 ―千円 6,267千円

販売費 57.6％ 59.9％

一般管理費 42.4％ 40.1％

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

19,276千円 18,032千円

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

機械及び装置 ―千円 530千円

工具、器具及び備品 ―千円 0千円

計 ―千円 530千円
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※５ 減損損失 

前事業年度（自  平成22年11月１日 至  平成23年10月31日） 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

 
当社は、農場又は事業部門を基本単位としてグルーピングしております。 

 コンビニ部門において、今後経常的な損失が予想されるため、同部門に係る資産グループの帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(1,512千円)として計上いたしました。 

 減損損失の内訳は、建物1,512千円であります。 

 なお、回収可能価額は、使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため、備

忘価額により評価しております。 

  

当事業年度（自  平成23年11月１日 至  平成24年10月31日） 

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

 
当社は、農場又は事業部門を基本単位としてグルーピングしております。 

 農産物仕入販売部門において、今後経常的な損失が予想されるため、同部門に係る資産グループの帳簿価額を

回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(517千円)として特別損失に計上いたしました。 

 減損損失の内訳は、工具、器具及び備品517千円であります。 

 なお、回収可能価額は、使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため、零

としております。 

  

用途 種類 場所

店舗 建物 サークルＫ津島店

愛媛県宇和島市

用途 種類 場所

陳列用什器 工具、器具及び備品 愛媛県宇和島市
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前事業年度(自 平成22年11月１日 至 平成23年10月31日) 

１．発行済株式に関する事項 

 
（変動事由の概要） 

株式分割(１：200)による増加 975,896株 

  

２．自己株式に関する事項 

該当事項はありません。 

  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

該当事項はありません。 

  

  

当事業年度(自 平成23年11月１日 至 平成24年10月31日) 

１．発行済株式に関する事項 

 
（変動事由の概要） 

１ 公募増資による増加 250,000株 

２ 第三者割当増資による増加 39,100株 

  

２．自己株式に関する事項 

該当事項はありません。 

  

３．新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

該当事項はありません。 

  

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

(株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 4,904 975,896 ― 980,800

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 980,800 289,100 ― 1,269,900

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年１月30日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 6,349 5.00 平成24年10月31日 平成25年１月31日
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※１  現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。 

 
  

(キャッシュ・フロー計算書関係)

前事業年度
(自  平成22年11月１日
至  平成23年10月31日)

当事業年度
(自  平成23年11月１日
至  平成24年10月31日)

現金及び預金 187,152千円 167,045千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 187,152千円 167,045千円
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１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

（繰延税金資産） 

 
  

（繰延税金負債） 

 
  

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳 
  

 
  

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」(平成23年法律第

114号)及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」(平成

23年法律第117号)が平成23年12月２日に公布されたことに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計

算（ただし、平成24年11月１日以降解消されるものに限る）に使用した法定実効税率は、前事業年度の40.4％か

ら、回収又は支払が見込まれる期間が平成24年11月１日から平成27年10月31日までのものは37.8％、平成27年11月

１日以降のものについては35.4％にそれぞれ変更されております。 

その結果、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が3,042千円減少し、当事業年度に計上さ

れた法人税等調整額(借方)が3,040千円、その他有価証券評価差額金(借方)が１千円、それぞれ増加しております。

(税効果会計関係)

前事業年度

(平成23年10月31日)

当事業年度

(平成24年10月31日)

(1) 流動資産

賞与引当金 12,940千円 12,649千円

未払事業税 4,215千円 3,248千円

未払費用 1,882千円 1,749千円

その他 2,177千円 5,155千円

評価性引当額 －千円 △835千円

計 21,214千円 21,966千円

(2) 固定資産

減損損失 1,504千円 1,293千円

減価償却費 4,704千円 4,100千円

資産除去債務 10,056千円 8,969千円

貸倒引当金 －千円 1,652千円

投資有価証券評価損 －千円 1,576千円

その他 －千円 10千円

評価性引当額 －千円 △3,228千円

繰延税金負債(固定)との相殺 △5,131千円 △3,957千円

計 11,133千円 10,416千円

繰延税金資産合計 32,347千円 32,383千円

前事業年度

(平成23年10月31日)

当事業年度

(平成24年10月31日)

固定負債

資産除去費用 5,131千円 3,957千円

繰延税金資産(固定)との相殺 △5,131千円 △3,957千円

繰延税金負債合計 －千円 －千円

前事業年度

(平成23年10月31日)

当事業年度

(平成24年10月31日)

法定実効税率 40.4％ 40.4％

（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.8％ 1.2％

住民税均等割等 0.6％ 0.8％

留保金課税 3.2％ －％

研究開発費税額控除 △1.0％ △0.9％

評価性引当額の増減 △5.0％ 2.7％

税率変更に伴う影響額 －％ 1.8％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 39.0％ 46.0％
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１ 報告セグメントの概要 

(1) 報告セグメントの決定方法 

当社のセグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

当社は、野菜苗の生産販売を主な事業としており、本社に主な取扱い製品及び商品別の事業部を置

いております。各事業部は、取扱い製品及び商品別に、事業計画を立案し、業績評価や投資意思決定

を行っております。 

従いまして、当社は事業部を基礎とした製品及び商品別セグメントから構成されており、主力の

「野菜苗生産販売事業」と、それ以外のコンビニの運営、農業資材等の仕入販売、農産物等の仕入販

売を「流通事業」として、２つの報告セグメントとしております。 

  

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

「野菜苗生産販売事業」は、主にキュウリ・トマト・ナス等の接ぎ木苗の生産及び販売をしており

ます。 

「流通事業」は、農業資材及び農産物等の仕入販売、コンビニエンスストア（１店舗）の運営を行

っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「重要な会計方

針」における記載と概ね同一であります。 

棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ後の価額で評価しております。報告セ

グメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  

(セグメント情報等)

(セグメント情報)
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  

前事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△234,782千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

あり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額362,881千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、主に報告

セグメントに帰属しない本社建物等であります。 

(3) 減価償却費の調整額4,096千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産に係る減価償却費であり

ます。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3,637千円は、各報告セグメントに配賦していない全社

資産の増加であり、主に本社管理部門の工具、器具及び備品等の有形固定資産、ソフトウエア等の無形固

定資産であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

損益計算書
計上額 
（注）２

野菜苗生産販売
事業

流通事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,018,755 244,905 3,263,661 ― 3,263,661

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,018,755 244,905 3,263,661 ― 3,263,661

セグメント利益 468,839 △45,721 423,118 △234,782 188,334

セグメント資産 1,604,530 28,433 1,632,963 362,881 1,995,844

その他の項目

  減価償却費 96,338 860 97,198 4,096 101,296

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

45,117 1,553 46,670 3,637 50,308
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当事業年度(自  平成23年11月１日  至  平成24年10月31日) 

 
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△251,546千円は、各報告セグメントに配賦していない全社費用で

あり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額385,825千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であり、主に報告

セグメントに帰属しない本社建物等であります。 

(3) 減価償却費の調整額9,929千円は、各報告セグメントに配賦していない全社資産に係る減価償却費であり

ます。 

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額22,168千円は、各報告セグメントに配賦していない全社

資産の増加であり、主に本社の建物、構築物の有形固定資産であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
（注）１

損益計算書
計上額 
（注）２

野菜苗生産販売
事業

流通事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 3,248,537 324,474 3,573,012 ― 3,573,012

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,248,537 324,474 3,573,012 ― 3,573,012

セグメント利益 475,138 △58,773 416,365 △251,546 164,819

セグメント資産 1,989,920 29,589 2,019,509 385,825 2,405,335

その他の項目

  減価償却費 101,996 1,389 103,386 9,929 113,316

  有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額

446,779 298 447,077 22,168 469,246
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前事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

  

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 
  

  

  

当事業年度(自  平成23年11月１日  至  平成24年10月31日) 

  

１．製品及びサービスごとの情報 

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。 

  

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しております。 

  

(2) 有形固定資産 

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、記載を省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

 
  

(関連情報)

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

トキタ種苗株式会社 370,855 野菜苗生産販売事業

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

トキタ種苗株式会社 378,253 野菜苗生産販売事業
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前事業年度(自  平成22年11月１日  至  平成23年10月31日) 

 
  

当事業年度(自  平成23年11月１日  至  平成24年10月31日) 

 
  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
野菜苗生産販売 

事業
流通事業 計

減損損失 ― 1,512 1,512 ― 1,512

(単位：千円)

報告セグメント

全社・消去 合計
野菜苗生産販売 

事業
流通事業 計

減損損失 ― 517 517 ― 517

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)
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(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
  

  

  

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
至 平成24年10月31日)

１株当たり純資産額 621.72円 707.85円

１株当たり当期純利益金額 123.76円 74.31円

項目
前事業年度

(自 平成22年11月１日
至 平成23年10月31日)

当事業年度
(自 平成23年11月１日
至 平成24年10月31日)

当期純利益(千円) 121,384 92,549

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 121,384 92,549

普通株式の期中平均株式数(株) 980,800 1,245,475

(重要な後発事象)
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当事業年度における生産実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、当期総製造費用によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  流通事業については、該当ありません。 

  

当事業年度における商品及び製品仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、仕入価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当事業年度における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  金額は、販売価格によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  流通事業については、該当ありません。 

  

当事業年度における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

該当事項はありません。 

５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 2,415,421 108.1

流通事業 ― ―

合計 2,415,421 108.1

 ② 商品及び製品仕入実績

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 22,154 169.9

流通事業 271,096 134.1

合計 293,251 136.3

 ③ 受注実績

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 3,084,890 111.1 254,998 126.6

流通事業 ― ― ― ―

合計 3,084,890 111.1 254,998 126.6

 ④ 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

野菜苗生産販売事業 3,248,537 107.6

流通事業 324,474 132.5

合計 3,573,012 109.5

相手先
前事業年度 当事業年度

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

トキタ種苗株式会社 370,855 11.4 378,253 10.6

（２）役員の異動

ベルグアース㈱（1383）平成24年10月期決算短信（非連結）

33




